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文京学院大学 短期大学の概要文京学院大学 短期大学の概要文京学院大学・短期大学の概要文京学院大学・短期大学の概要

大学【4学部】 キ パ 所在地大学【4学部】
– 外国語学部

キャンパス所在地

– 東京都文京区
– 経営学部
– 人間学部

– 埼玉県ふじみ野市
規模

– 保健医療技術学部
短期大学【1学科】

– 各キャンパス約2000人

– 英語科
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教育支援に関する要求 変遷教育支援に関する要求 変遷教育支援に関する要求の変遷 -本郷キャンパス-教育支援に関する要求の変遷 -本郷キャンパス-

1 2006 年1. 2006 年
– 1年生必修授業におけるレポート管理
– 専門授業やゼミにおけるディスカッション機能

2. 2008 年2. 2008 年
– 初年次教育におけるポートフォリオの導入

3 2009 年3. 2009 年
– ポートフォリオの電子化

初年次教育やキ リア指導に活用初年次教育やキャリア指導に活用

– 学生の指導履歴の記録保全と共有
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要求の検討ポイント要求の検討ポイント要求の検討ポイント要求の検討ポイント

理念理念

– 「ひとりひとりを大切にする」少人数教育」 数

インタ フェ スインターフェース

–ユーザー(教員・学生・職員)の情報リテラシー能
ば力のばらつき

–容易なアクセス権付与と安全なデフォルト設定
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その他の検討ポイントその他の検討ポイントその他の検討ポイントその他の検討ポイント

普及 ために普及のために

–教員の「一手間」を省く運用員 」

学内調整のために学内調整のために

–導入時の「見た目」のコスト低減
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システムの変遷システムの変遷システムの変遷システムの変遷

普遍的な要件普遍的な要件

–導入コストの低減
–柔軟にカスタマイズ可能
可用性・機密性については 用途によって調整–可用性・機密性については、用途によって調整
採用システムの変遷

1. Moodle (OSS)
2. Force.com+Mahara (PaaS+OSS)2. Force.com+Mahara (PaaS+OSS)
3. OpenPNE (OSS＋アウトソーシング)
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M dl の活用 [1]M dl の活用 [1]Moodleの活用 [1]Moodleの活用 [1]

用途用途

–授業での課題レポート管理・ディスカッションなど授

–専攻・コースの希望調査

導入における工夫

– GPL公開ソースの利用
–自前でのソース解析と開発ベンダーの併用自前でのソ ス解析と開発 ンダ の併用
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M dl の活用 [2]M dl の活用 [2]Moodleの活用 [2]Moodleの活用 [2]

運用面 夫運用面での工夫

–教員の授業統制の支援員 授 統 援

コース登録サービス

–学生達の授業運営への参加を促進学生達の授業運営への参加を促進

コース管理アカウントの学生への提供

教員の手間を省いて利用を促進–教員の手間を省いて利用を促進
課題レポート印刷サービス
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Moodleの活用 [3]Moodleの活用 [3]Moodleの活用 [3]Moodleの活用 [3]
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M dl の活用 [4]M dl の活用 [4]Moodleの活用 [4]Moodleの活用 [4]
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M dl の活用 [5]M dl の活用 [5]Moodleの活用 [5]Moodleの活用 [5]
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S l f と M h の併用 [1]S l f と M h の併用 [1]Salesforce と Maharaの併用 [1]Salesforce と Maharaの併用 [1]

定型的な質問と回答定型的な質問と回答

–初年次教育
–キャリア指導

プライバシー情報と個人情報

–学生生活指導記録

情報のクリティカル度によって利用システムを区別
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S l f と M h の併用 [2]S l f と M h の併用 [2]Salesforce と Maharaの併用 [2]Salesforce と Maharaの併用 [2]

言葉・用語

作成者 閲覧可能者 システム

電子ポートフォリオ

電子学生ポート
フォリオ

学生 当該学生、教職員 Salesforce（クラウドコン
ピューティング）

電子キャリア 学生 当該学生 教職員 Salesforce（クラウドコン電子キャリア
ポートフォリオ

学生 当該学生、教職員 Salesforce（クラウドコン
ピューティング）

電子指導履歴システム 教職員 教職員 Mahara
（学内サ バ ）（学内サーバー）
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S l f と M h の併用 [3]S l f と M h の併用 [3]Salesforce と Maharaの併用 [3]Salesforce と Maharaの併用 [3]
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S l f と M h の併用 [4]S l f と M h の併用 [4]Salesforce と Maharaの併用 [4]Salesforce と Maharaの併用 [4]
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S l f と M h の併用 [5]S l f と M h の併用 [5]Salesforce と Maharaの併用 [5]Salesforce と Maharaの併用 [5]

ク ウド ピ グ活用 課題クラウドコンピューティング活用の課題

–教育機関用の仕様を開発者側が熟知していない機

–機密性・完全性・可用性のレベルが指定不可
学外（国外）でのデータ保存–学外（国外）でのデータ保存

–データのバックアップ形態の柔軟性が不足
プ–バックアップデータのポータビリティの低さ

リスクを認識した上で、非クリティカルな情報を扱う
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まとめまとめまとめまとめ

技術の進化とシステム選定技術の進化とシステム選定

–普遍的な要件をベースに、「身の丈に合った」シ
ムを常 検討ステムを常に検討

– コストやリスクを教員に熟知してもらう

運用技術者の育成運用技術者の育成

–教員の目標を正確にヒアリングし、的確な運用に
結び付ける人材が必須結び付ける人材が必須

–教育支援業績を評価する体制が重要
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